
質問書に対する回答 

 

（工事名）上信越自動車道 甘楽ＰＡ・スマートＩＣ舗装工事     。 

 

番号 質問箇所 質問事項 回  答 

1 設計図(甘楽 PA) 駐車場と歩道部(PA 施設部)の境界の円形水路施工後、駐

車場側は現況舗装の高さまで復旧し段差のある状態で開

放すると考えます。しかし歩道側について既設歩道の高

さまで仮復旧が必要と思われますので復旧方法について

は設計変更の対象と考えてよろしいでしょうか、ご教示

願います。 

駐車場と歩道部（PA施設部）の境界の円形水路施工後は、

設計図（甘楽 PA）28、29、30/80 に示すとおり既設歩道部

まで路盤を施工する計画となります。 

2 設計図(甘楽 PA) 39/80 等 甘楽 PA の施工の際、すり付け舗装撤去が生じますが、そ

の際、路盤材を切削機にて As舗装と同時に撤去すると考

えます。しかし再資源化施設では砕石と As廃材が混ざっ

た物は受け入れないことから分別作業が必要と思われま

す。この分別に掛かる費用は設計変更の対象と考えてよ

ろしいでしょうか、ご教示願います。 

すり付け舗装の撤去に伴い発生する廃材の処分方法につい

ては、貴社の施工計画に基づきお考えください。 

なお、積算上の条件明示としては特記仕様書 17-2（2）に示

すとおりであり、砕石と As 舗装の分別作業は不要と考えて

おりますので設計変更の対象とはなりません。 

3 特記仕様書 24-13-2 すり付け舗装工 ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ基層工(t=hcm)について、

基層用遮水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物を使用するとのことですが、

開示された「ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ混合物 合材等材料費」の中に

該当するものがありません。基層用遮水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

の単価を開示願います。 

アスファルトコンクリート基層工（t＝5 ㎝）の単価を参照

ください。 

4 特記仕様書 26-1 補足事項に標識板のマスキングに関する項目がありませ

ん。設計に含まれているのであれば、マスキングの仕様を

ご教示願います。 

標識板のマスキングは本工事には含まれておりません。 

5 特記仕様書 24-5-1 

設計図(甘楽ｽﾏｰﾄ IC) 15/30 

設計図(ｱｸｾｽ道路) 8/15 等 

特記仕様書より、甘楽 PA で使用される粒調砕石は M-40

と考えますが、左記図面の標準横断図より、ｽﾏｰﾄ IC の新

設路盤及びｱｸｾｽ道路の粒調砕石はM-30と考えてよろしい

でしょうか、ご教示願います。 

 

特記仕様書 24-5-1 では M-40 の使用箇所を規定しています。

M-30 の使用箇所については設計図に示すとおりです。 



6 設計図(甘楽 PA) 28/80 図面の材料表より、ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｷﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装 A,B とも寸法が

300*300*60 となっています。従って、積算上、平板舗装

と考えてよろしいでしょうか、ご教示願います。 

積算に関する事項についてはお答えできません。 

7 設計図(甘楽 PA) 5/80 等 標準横断図より、防護柵が舗装の中に設置されているこ

とから、コア削孔は設計に含まれると考えてよろしいで

しょうか、ご教示願います。 

土木工事共通仕様書 15-3-7 に示すとおり、コア削孔を含む

防護柵の設置に必要な費用が含まれております。 

8 特記仕様書 24-15-1 仮設防護柵工の撤去工について、仮設防護柵 A、Bのｍ当

りの重量をご教示願います。 

設計図書に基づき、貴社において算出ください。 

9 金抜設計書 番号 2 盛土工 A について、発生土を流用するのでしょうか、そ

れとも購入土を使用するのでしょうか。購入土を使用す

るのであれば材質をご教示願います。 

土木工事共通仕様書 2-7 に示すとおりです。 

10 金抜設計書 番号 3,4 用排水溝 PuL･0.30･0.30 と PuL･0.45･0.45 について掘削

等、土工は発生するのでしょうか、発生するのであれば施

工断面図等を提示願います。 

設計図書及び用排水構造物標準設計図集№101 に示すとお

りです。 

11 金抜設計書 番号 11,12 集水ます A,B について、蓋は含まれるのでしょうか。含

まれる場合、蓋の仕様をご教示願います。 

設計図書及び用排水構造物標準設計図集№302、303 に示す

とおりです。 

 

 


